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肩を語る ―セラピストが知るべき知識―

　10 月 22 日、帝京大学宇都宮キャンパスにて第 91 回

学術講演会および第 33 回支部代表者研究論文発表会が

開催され、当会会員・帝京大学生・一般を合わせ 172

人が参加しました。

研究論文も個性豊かに
　支部代表者の論文発表では、足関節捻挫の関節整復や

頚部痛に対する毛様体筋へのアプローチなど治療の技術

的なもののほか、ネオテクトロン、ソマニスク、粘土湿

布など私たち柔整師が使う治療器材などのデータや男体

山登拝祭登山救護の調査、接遇マナーでの整骨院の環

境作り、CRPS（複合性局所疼痛症候群）の一症例など、

多種多様な発表となりました。

　また、今回も帝京大学学生らによる「足底アーチへの

テーピングがしゃがみ込み動作へ与える影響」を研究し

た発表がありました。

肩関節の解剖とバイオメカニクスの知識を
　学術講演会は、獨協医科大学整形外科の瓜田淳先生を

迎え「肩関節の治療－手術からリハビリまで－」と題し

てご講演いただきました。

　肩関節は、人体のすべての関節の中で最も可動性が大

きいため安定性に乏しく、それを支持する軟部組織が重

要となります。そして、肩関節の運動は複数の筋の相互

作用によるものであることや、肩甲上腕関節・胸肋関節・

肩鎖関節・肩甲胸郭関節の可動域と動態を知ることは、

肩関節のリハビリを行ううえで重要であるとしました。

　また、野球選手の肩甲上腕関節は、投球側の上腕骨後

捻角の増大に伴う外旋可動域の拡大があることや、若年

者と高齢者の肩疾患の違いのほか、バンカート修復術・

腱板断裂手術・人工肩関節置換術などの詳しい説明があ

りました。

　さらに、術後のリハビリが最重要とされ、動画でわか

りやすく解説していただきましたが、反復性肩関節脱臼

や回旋腱板損傷は、私たちもしばしば扱う傷病であり、

今回の動画は非常に興味深く私たちの施術にも生かせる

ものでした。

　新型コロナウイルス感染症 5 類移行後、初めての論

文発表会でしたが、参加者は増えておらず残念に思いま

す。今後、もっと多くの会員が参加し、私たちの柔整業

務に少しでもプラスになるものにするべきと思います。

学術部　星野　登



　毎年行われている当会と埼玉県柔整師会との情報・意

見交換会が 11 月３日、当会館で開催された。

　議題として挙がった「会員増加対策」については、当

会で発行している契約柔整師へのダイレクトメールを利

用した入会斡旋や、学術講演会への参加喚起情報を紹介

した。これらについては、微増ではあるが変化は見えて

きているので、継続していくことでさらなる増加を期待

している。

　埼玉県は当会の２倍の会員数だが、県内施術所総数が

3,000 軒とのことで、やはり会員増加対策を模索してい

るとのことであった。また、接骨院 ･整骨院の認知度対

策として、学術講演会とは別に、無料で参加できる「公

開講座」を開催して、県民の健康維持に一役買っている

そうだ。

　保険関係情報としては、

当会でも保険Q&Aやハンド

ブックを発行しているが、

埼玉県でも主項目だけを抜

粋した柔道整復ハンドブッ

クを年度ごとに発行し、周

知を図っている。

　数十年来の懸念である「介護総合事業への参入」につ

いては、未だ「アウトサイダー的な業界」との扱いが強

く、参入を何度も試みてはいるが、当たって砕け続けて

いるそうだ。埼玉県でも機能訓練を行っている施術所は

限られており、なかなか光明を見いだせていないのが現

状だ。しかし、こちら側にも非はあり、会員の介護参入

への意欲が乏しいことも原因としてあるようだ。介護業

務経験のない柔整師はどんなことをしたらいいのか、で

きるのか、また、煩雑な書類作成と時間を費やした上に

報酬が思ったように上がらなければ、二の足を踏むとい

うことになる。

　療養費の締めつけが厳しい状況の中では、二つ目の財

布は必ず必要になってくる。柔整師がだれでも参入でき

る体制と具体的な業務内容の開示が求められるだろう。

　柔整業務と並行可能な「もう一足のわらじ」が１日で

も早く見つかることを期待したい。

広報部

共通の問題について知恵を拝借

　10月15日に行われた当会ゴルフ大会は、前日夜から

の大雨に見舞われる中、58選手が１打にしのぎを削っ

た。

　今年度は新型コロナも第５類となり、当会会員はもち

ろん、会員施術所の患者さんや埼玉県と東京都の柔道整

復師会、関係各位からもご参加をいただいた。

　会場の矢板カントリークラブは、2015年から３年間

アルファクラブCUPシニアオープンが行われた名門コー

スだが、悪コンディションのためスコアを崩す選手が多

く見られた。しかし、当会屈指の実力者たちは難コース

を攻略し、小椋国吉会員が80でベスグロ２位、鈴木洋

和・添谷武仁会員の小山勢が84の同スコアで３位・４

位に入った。（１位はウェミアス池田宏明氏77）

▪ネットの部結果

順位 氏名 Gross HC Net

1 坂下　茂（塩） 88 16.8 71.2

2 添谷武仁（小） 84 12.0 72.0

3 熊倉　靖（足） 95 21.6 73.4

4 池田宏明 77 3.6 73.4

5 荒井秀幸（宇） 87 13.2 73.8

6 星英康世（宇） 93 19.2 73.8

7 羽金貴之（栃） 91 16.8 74.2

8 鈴木洋和（小） 84 9.6 74.4

9 桑原道博 87 12.0 75.0

10 榊原賢治（那） 87 12.0 75.0

　なお、チャリティ募金は57,502円となり、日赤栃木支

部に寄付される。

広報部

第28回栃柔整チャリティゴルフ大会

募金をチャリ～ンとティーショット
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　受傷機転や症状から骨折と判断し、整復と
固定（金属副子等）をしたものと思います。
初検においては施術録負傷名に「〇〇骨折」

と記載し、それに伴った算定を行い、転帰を「中止」と
してください。
　そのうえで、あらためて医師の診断名から、捻挫・打
撲・挫傷のいずれかに該当する負傷名を記載し、後療料
より算定となります。
　この場合、医師の同意の記載は必要ありませんが、保
険者の中には柔道整復師の算定基準を理解していない保
険者もいますので、誤解が生じないよう初月の申請書の
摘要欄には、「骨折の有無の確認のために依頼した医療
機関名と医師名」および「対診であること」を記載して
ください。
　なお、このような算定が適用されるのは、あくまでも
骨折と判断できる症状があり、必要な整復と固定（金属
副子等）の処置をしたうえで保険医療機関へ依頼したも
のになります。もちろん、患者にもその判断を説明し、
患者自身もその処置を受けた事実を認識している必要が
あります。
　骨折の疑いというだけで、整復も固定（金属副子等）
も行わず、医療機関に依頼したからといって、上記のよ
うな算定をすることは虚偽の請求となり、違法行為とな
りますので厳に慎みましょう。

　骨折と判断し、応急処置として整復と固定
をして医療機関へ同意の依頼をしましたが、
骨折はないと診断されました。この場合の請

求方法はどのようにしたらよいでしょうか？

　政府は「マイナンバーカード」の普及に力をいれてお
り、医療機関と薬局で令和６年秋を目途に保険証の原則
廃止を発表している。さらに、近い将来、紙媒体の請求
が電子請求に置き換わっていく予定だ。
　ここで、電子請求のメリットについて簡単にまとめて
おきたい。
　まず、これまで療養費の申請をするためには、申請書
の用紙を購入・印刷・郵送をしていたわけだが、これら

オンライン資格確認と電子請求の導入

①支部名　②生年月日　③施術所名
④施術所住所　⑤TEL　⑥出身校
⑦入会年月日　⑧趣味　⑨抱負

①佐野支部　②平成元年５月11日
③くりはら接骨院　④佐野市北茂呂町１０－２１
⑤０２８３－８６－７１８６　⑥呉竹医療専門学校
⑦令和５年10月３日　⑧ゴルフ・筋トレ・陸上
⑨�患者様が元気で明るく日常を送れるように精一杯精進いたします。

栗原　大彰 くりはら　ひろあき

①支部名　②生年月日　③施術所名
④施術所住所　⑤TEL　⑥出身校
⑦入会年月日　⑧趣味　⑨抱負

①芳賀支部　②平成８年１０月２６日
③真岡ケアラボ接骨院　④真岡市熊倉１－２５－８
⑤０２８５－８１－７２２５　⑥呉竹医療専門学校
⑦令和５年11月１日　
⑧車・ゴルフ・ギター・ゲーム　⑨�施術と趣味、両立します。

小口　遼裕 こぐち　りょうすけ

①支部名　②生年月日　③施術所名
④施術所住所　⑤TEL　⑥出身校
⑦入会年月日　⑧趣味　⑨抱負

①宇都宮支部　②昭和６２年１１月１２日
③所属名：帝京大学医療技術学部柔道整復学科
④宇都宮市豊郷台１－１　⑤０２８－６２７－７３１４
⑥帝京大学　⑦令和５年１０月１３日　⑧釣り
⑨�栃木県柔道整復師会と帝京大学が今後、より連携していく一
助になればと考えております。

東　　文博 あずま　ふみひろ

の経費が不要となる。
　郵送に関するタイムラグがなくなることで、請求業務
に費やす作業時間に余裕が生じ、審査や支払いまでもが
デジタル化されることで、早期入金も可能になるはずだ。
また、患者の施術データの管理が簡単になるだけでなく、
将来的に「施術録」の電子化にもつながれば、書類の収
納スペースも必要なくなる。
　そして、最大の期待は受領委任の「同意署名の撤廃」
だ。保険証データの利用が本人確認（オンライン資格確
認）へ移行されれば、すでに官庁などで進めている捺印
廃止・署名簡略化も見えてくる。
　さらに、デジタル審査によって不正な請求が確実に減
ることで柔整療養費の信頼性が高まり、不必要な患者調
査がなくなることで、今後の料金改定の実現に繋がる可
能性もでてくる。
　保険者にとってもメリットは大きい。申請書（紙）の
保存などの管理業務、請求内容をデータ化するための入
力業務、返戻処理による郵送業務など、それぞれに必要
な人件費などの莫大な費用が削減される。そして、デジ
タルデータによって請求内容の把握が容易になり、点検
業務の効率化が飛躍的に上がる。

参考：東京都柔道整復師会広報誌 Compass
https://www.tjs.or.jp/compass/index.html
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  付設診療所編  
とちのきクリニックでの症例をご紹介します

問診＝患者を知ることの大切さ
　令和５年 10 月１日、とちのきクリニックへ診察依頼

のあった患者についての報告をする。

【症例】
◦ 68 歳、女性

◦受傷部位：左第２・３・４中足骨骨折

◦受 傷 日：令和５年８月 13 日

◦初 検 日：令和５年９月 25 日

◦�受傷原因：��韓国の娘宅の庭で、歩行中につまづき転倒

し負傷。�

◦既 往 歴：胸椎圧迫骨折・左足第４趾骨骨折

　　　　　　骨粗鬆症

【経過】
　８月 14 日に韓国で整形外科を受診したところ、左第

２・３・４中足骨骨幹部骨折の診断でシーネ固定となっ

た。

　９月 18 日のＸ線検査では、軽度の転移を認め、骨癒

合が不完全との診断だったが、帰国するため韓国での治

療を終了。帰国後、９月 25 日に当会員の施術所を受診

した。

　初検では、中足部に腫脹・圧痛著明で歩行不能、周囲

の関節拘縮も認めた。受傷からの経過と既往歴を考慮す

ると、骨癒合の状態と予後が懸念されたため、とちのき

クリニックでの診察を受けるよう促した。

【とちのきクリニックでの診察】
◦担当医師：須田利樹先生

　松葉杖を使用し来所した。左足全体に腫脹が強く、第

２・３中足骨部に著明な圧痛と叩打痛、趾関節および足

関節に拘縮あり。

　須田医師は、レントゲンの画像を慎重に読影するとと

もに、患部の状態を確認しながら触診を丁寧に行うが、

患者は強い疼痛のため「痛い、痛い」と声を出しながら、

先生の手を抑えてしまうほどであった。

【診断・説明】
　骨折後７週を経過しているにもかかわらず、なぜ急性

期の炎症症状を呈しているのか。

　須田医師の診断は「偽関節疑い」であった。「第２・

３中足骨に疑いがあるため確定診断には CT と MRI の検

査が必要」と説明があった。

　患者からの「これから整骨院で施術をすることで癒合

することはないか」との質問に、須田医師は「ここまで

長期化して癒合していない可能性が高い骨折に対して

は、精査を受けるべき。癒合していない場合、早い段階

での手術であれば難しくはないが、手遅れになると骨移

植が必要になる。保存治療を選択した場合でも、肝心な

のは『癒合しなかったときに、手術という選択肢を持っ

た医師』が保存治療の限界を見極めながら治療を継続す

ることが必要」と繰り返し説明をされた。

【まとめ】
　今回の症例では、当会員は初検の段階から患部の状態

を危惧し、問診で詳細を把握しており、同年４月に胸椎

の圧迫骨折、５月に左足第４趾骨骨折の既往歴があるこ

とを確認している。さらに、骨粗鬆症であることを考え

ると骨癒合はしにくいと推測し、速やかに医師の診断・

指示を受ける判断をした。

　本症例の依頼内容からも確認できたが、丁寧な問診と

触診によって、患者の詳細な情報を得たうえで懸念を抱

き、速やかな医師への依頼へと移行したことが良い結果

となったと思う。

　私たちの施術で偽関節を残してしまったと思うとぞっ

とする…。常に患者・患部を確認し注意深く経過をみる

大切さを改めて肝に銘じた。

　後日、患者は手術を受け、良好な経過をたどっている

と報告があった。

学術部　髙橋秀典
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　10 月 22 日、絶好の天気の中、宇都宮市森林公園を

会場に古賀志山を駆ける「宇都宮トレラン 2023」が

開催されました。

　当会では毎年、救護ボランティアとして大会協力

しており、今大会には塚原経理部長（小）・鈴木強会

員（小）・片岡弘直会員（芳）・筆者の４人で参加し

てきました。

　２年前には、防災ヘリが出動するほどのケガ人が

発生した大会ですが（本紙 2021 年 12 月号参照）、現

在、栃木県の防災ヘリは長期メンテナンスのため「出

動要請があった場合は、近県から飛来するんだって、

今年はそんなことがないといいね」などと、吞気に

初参加の片岡会員と話しながら、山中の救護地点に

向かい、救護所を設営しました。

　私たちの仕事は、担当

救護所での負傷者の応急

処置と最終ランナー通過

の確認ですが、今回はほ

とんどが擦り傷や捻挫な

どの軽傷の処置で済みま

した。また、今大会から

遅いランナーの足切り時

間を徹底したため、日没

前には下山できるよう救

護を終えることができました。

　最終ランナーを確認したあと、今度は本部テント

での救護のために下山しましたが、本部近くまで下

りたときに救急車が本部救護所会場に入っていくの

が見えました。「もしかして？・・・」

　急いで戻ると、50代の女性がストレッチャーに固定

されていました。本部担当の塚原部長に状況を確認す

ると、岩場で転倒し頭部にかなり深い裂創と胸部打撲、

右下腿部に骨折の疑いがあるとのことでした。

　そのあとも、眉の横に深い裂創や膝に２㎝くらい

の挫滅創、下腿骨骨折の疑いなど、負傷したランナー

たちがぞくぞくと救護所に運ばれてきて、一時は野

戦病院と化した現場でした。

　そんな中、私が最後に処置した右足関節捻挫の男

性ランナーに「お住まいは、どちらですか？」と尋

ねると、「真岡市の旧二宮地区です」との答え。まさ

かのご近所さんでした。私が二宮のコミュニティー

横で接骨院をやっていることを伝えると「明日から

通院します」と言っていただきました。

　しかし、このランナーさんから「来週の日曜日に、

水戸黄門マラソン大会のフルマラソン部門にエント

リーしているのですが、出場できますか？」と耳を疑

う質問が…。

　その場にいた医師２人、柔整師２人が一斉に「無

理です！」大笑いとなりました。

　こんな感じで、今年の宇都宮トレランも順調に終

わりました。お忙しい中、ご協力いただいた塚原部長・

鈴木会員・片岡会員ありがとうございました。次回

もよろしくお願いします。
◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆　◇　◆

　翌日、上記の男性がさっそく来院してくれました

が、どうしてもマラソン大会に出場したい意向でし

た。私もそれに応えようと施術した結果、驚異的な

回復をみせて、当日の朝にテーピングを施しなんと

か出場できました。

　「途中でリタイヤするつもりです」と言って出発し

たのですが、フルマラソンを完走した挙句、「テーピ

ングってすごいですね。足より腰が痛くなりました」

と帰ってきました。

　“鉄人 ” とはこんな人のことを言うんですね。

広報部　植木大輔

搬送の様子。右端は対応した上小牧医師

昭和から令和　時代遅れのおっさんコラム
　Yahoo ！ニュースによると、若者が LINE で句点（。）
を使ったメッセージを受け取ると、「怒っている」「冷
たい」といった印象を抱くことがあるそうです。
　「へぇ～…」と思って子供とのやり取りを見直すと
「確かに（。）が少ないなぁ」
　このような句読点の印象とニュアンスのズレは、
メッセージアプリへの認識の違いかららしく、年長
者にとっては手紙やメールと同じ感覚でも、若者た
ちにとっては、「会話の延長」なんだそうです。
　相手を思いやる言葉も小さな丸ひとつで変わって
しまうんですね。� 鉄 28

“ケガの功名”
鉄人ランナーとの出会い
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第236走者　芳賀支部　直江重人

Uber Eatsが来ないんじゃない！

　私の住む茂木町では Uber�Eats

が来ません。デリバリーピザもあ

りません。飲食の配達は蕎麦屋か

寿司屋の出前に限られます。それ

でも、パリパリのできたてピザが

食べたいと思い、作ってみました。

◦材　料

　餃子の皮　適量

　ピザソース　適量

　具材（ピーマン・ソーセージ・

　　　　ミックスチーズ　その他お好みで）

◦作り方

　①フライパンに餃子の皮を敷き詰めます。

　②ピザソースを適量塗ります。

　③�スライスしたピーマンとソーセージを適量散

らばせます。その他具材はお好みで。

　④�ミックスチーズを多めに隙間なく振りかけ、蓋

をして中火で焼き上げます。

　これなら料理が苦手な私でも「簡単で失敗しない

美味しいピザ」が作れます。

　みなさんも試してみてはいかがでしょうか？

　次回は塩谷支部にバトンタッチです。

支 部 だ よ り
足利支部

救護員み～んななれっこで楽だがね

　11 月５日、足利市陸上競技場を発着点とする第 46 回

足利尊氏公マラソン大会（ハーフ・10㎞・５㎞・３㎞

の 4コース）が開催されました。

　本格的なラン

ナーから親子や

学生、仮装して

い る 人 た ち な

ど、 昨 年 よ り

1,000 人も多い

約 3,500 人がエ

ントリーしました。また、足利みらい応援大使のタレン

ト勝俣州和さんもゲストランナーとして参加しました。

　救護体制は、医師・看護師・救急救命士・保健師・柔

整師（当会会員８人）、総勢 34人で構成され、それぞれ

が救護所と救護車に分担され負傷者の対応に当たります。

　また、ランナーたちにアクシデントが発生した場合で

もすぐに対応できるよう、日医ジョガーズ（医師ボラン

ティアランナー）10 人が赤十字マークを付けて走りま

した。

　この大会の救護員は常連さん
4 4 4 4

が多く、役割分担を把握

しているため、体調不良者は医師、擦過傷は看護師、足

首や膝の痛みは柔整師が即座に対応できるシステムに

なっています。

　今回初めて救護に参加した会員もいましたが、役割分

担が明確で柔整師の得意分野のみの救護に専念できるた

め「緊張することなくできた」そうです。

　無事に救護活動が終わり、恒例の「とちのき」用写真

撮影に協力してもらい解散となりました。

通信員　大関俊明
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　年末は交通事故が増加傾向にあるほか、飲酒の機会が

増え、飲酒運転に起因する重大事故の発生が懸念される

ことから、年末における交通事故の防止の徹底を図るた

め、下記のとおり『年末の交通安全県民総ぐるみ運動』

が実施されますので、各種交通安全対策を推進願います。

  １．運動の目的
　県民一人ひとりに交通安全意識の浸透を図り、交通

ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けて、

交通事故防止の徹底を図ること。

  ２．運動の期間
　令和 5年 12 月 11 日（月）から 31 日（日）までの

　21 日間

  ３．交通安全スローガン
　「マナーアップ！あなたが主役です」

  ４．運動の重点
（1）こどもと高齢者の交通事故防止

　�①家庭や地域社会を通じて児童や生徒の通学時間帯の

安全確保や交通安全指導を徹底するとともに、自転車

のヘルメット着用や自動車のチャイルドシート等の確

実な着用を推進し、こどもの交通事故防止を図ってい

く必要があります。

　�②高齢者に対しては、加齢等に伴う身体機能の変化が

交通行動に及ぼす影響を理解してもらい、きめ細やか

な指導・周知が必要です。

　�　併せて高齢運転者に対しては、安全運転サポート車

（略称：サポカー）の普及啓発を推進するほか、運転

に不安を感じている運転者に対しては、運転免許自主

返納制度や県・各市町で行っている各種支援施策の広

報啓発を行うなど、自主返納の促進を図ってください。

　�③こどもや高齢者を含めた全ての道路利用者に優しい

運転である「こどもや高齢者に優しい３Ｓ（スリーエ

ス）運動」を広く浸透させ

ることで、ドライバーに思

いやりのある運転を実践し

てもらい、悲惨な交通事故

の絶無を図ってください。

こどもや高齢者に優しい 3S 運動とは
SEE 前をよく見て、こどもや高齢者をいち早く発見する。
SLOWこどもや高齢者を見たら減速する。
STOP 危険を感じたらすぐに停止する。

　�　特に運転者に対しては、交通ルールの遵守と併せて

歩行者や他の車両に対する「優しさ」と「思いやり」

をもって通行する正しい交通マナーの実践を呼びかけ

るとともに、横断歩道手前で停止可能な速度で進行す

る義務や横断歩道における歩行者優先義務等の周知徹

底を図り、「もっと止まれる栃木県」を推進してください。

（2）飲酒運転の根絶と安全運転の励行

　�　飲酒運転を「しない・させない」環境づくりと「思

いやり・ゆずり合い」運転の必要性やドライブレコー

ダーの普及促進の啓発。

（3）自転車の交通ルール遵守の徹底

　�　去年４月１日に施行した「栃木県自転車の安全で適

正な利用の促進に関する条例（栃木県自転車条例）」

の内容が広く県民に浸透するよう普及啓発を行ってく

ださい。特に自転車ヘルメットについては、道路交通

法の一部改正（令和５年４月１日施行）により、全て

の自転車利用者に対してヘルメットの着用が努力義務

化されたことを踏まえた、ヘルメット着用の徹底に向

けた広報啓発の推進を図ってください。

【自転車安全利用五則】R4.11.1 改正
1車道が原則、左側を通行、歩道は例外、歩行者優先
2交差点では信号と一時停止を守って、安全確認
3夜間はライトを点灯
4飲酒運転は禁止
5ヘルメットを着用

（4）�「ライト 4（フォー）運動」と「原則ハイビーム」

の推進

　�　年末は日没時刻が早まり、視認性の低下による交通

事故が懸念されます。

　�　午後４時に点灯する「ライト 4（フォー）運動」と

夜間の「原則ハイビーム」を徹底してください。

　�　また、歩行者や自転車利用者に対しては、反射材用

品等の視認効果や使用方法等の周知と自発的な着用の

促進を図ってください。

“県民みんなで交通安全”
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2023（令和５年）  

行事予定
※とちのきクリニック
　の受付は ９：30〜
　11：30です

会員数

　令和５年11月１日現在
　　会員数　　　　　 　　　370名
　　　　　　　 研修柔道整復師　　  8名 
　　施術所数　　　　 　　　352院 

会員の異動状況報告

・佐柔整40　　栗原　大彰　くりはら接骨院
　〒３２７－０８２７　佐野市北茂呂町１０－２１
　☎０２８３－８６－７１８６　令和５年10月３日　入会
・宇柔整249　　東　文博
（所属先）帝京大学医療技術学部　柔道整復学科
　〒３２０－０００３　宇都宮市豊郷台１－１
　☎０２８－６２７－７３１４　令和５年10月13日　入会
・芳柔整67　　小口　遼裕　真岡ケアラボ接骨院
　〒３２１－４３６９　真岡市熊倉１－２５－８
　☎０２８５－８１－７２２５　令和５年11月１日　入会

研修柔道整復師

・宇柔整250　　小椋　直樹　おぐら整骨院
　〒３２１－０９６７　宇都宮市錦１－５６８－３２
　☎０２８－６４３－４８１８　令和５年10月13日　入会
・宇柔整173 　宮寺　篤　みやでら整骨院
　〒３２１－３２２３　宇都宮市清原台４－２０－２５
　☎０２８－６８８－７４４１　令和５年10月31日　退会
・佐柔整37　　五十嵐　智博　五十嵐整骨院
　〒３２７－０００３　佐野市大橋町３２３６－８  ヴィルボヌール１０２
　☎０２８３－２７－０２７５　令和５年10月31日　退会

訃報

　塩谷支部　長野　剛憲　会員のご尊父様
（徹　様　７４歳）がご逝去されました。

　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

ご会葬御礼

　過日は、ご多忙中にもかかわらず、会員の皆様に
はご会葬を賜り誠にありがとうございました。

塩谷支部　長野　剛憲

12月

３日㈰ 10:00 とちのきクリニック 須田医師・岡本・星野訓・小林

日本接骨医学会 ［名城大学天白キャンパス］

８日㈮ 療養費支給申請書必着日
９日㈯ 15:00 理事会（支部長参加） ［ホテルニューイタヤ］

16:00 県警講話
16:35 合同部会

10日㈰  9:30 協同組合講演会 ［当会館］

11日㈪ 20:00 とちのき１月号編集会議 小森・手塚・加藤

15日㈮ 20:30 予備点検 ［当会館］理事・監事・支部長

17日㈰  9:00 日赤救急法講習会 ［とちぎ福祉プラザ］

10:00 とちのきクリニック 飯島医師・高野・瀬端・大木

18日㈪ 20:00 とちのき校正会議 小森・加藤・丸山

19日㈫ 14:00 労災審査 ［当会館］

22日㈮ 10:00 国保審査会 ［国保連合会902号室］

協会けんぽ審査会 ［パルティ］

26日㈫ 20:30 IT委員会 ［当会館］小森・舩山

28日㈭ 仕事納め

編 集 後 記

　先日、家内と那須の紅葉を楽しむドライブに出か
けました。
　混雑を避けるため、朝８時までに到着しペニーレ
イン本店でパンを買う計画でした。やっとのことで
第 4駐車場に車を停められましたが、店舗に入るに
も大行列。
　購入したパンをかじりながら那須ロープウェイに
向かうと、営業時間前にもかかわらず駐車場が満車
で入れず。
　「紅葉時期の観光地」の混雑を実感しました。鉄 28

体力の自信打ち消す湿布薬
クレーマーなどとよからぬ噂され

馴染み客だけが知ってる裏メニュー

塩谷支部　舩橋 仁和

（変更や追加などはホームページをご覧ください） 

１月

５日㈮ 13:00 仕事始め
新年あいさつ回り

８日㈪ 療養費支給申請書必着日
12日㈮ 16:00 監事会［当会館］

18:00 報告会［当会館］

20:00 とちのき2月号編集会議 小森・丸山・小野塚

14日㈰ 10:00 とちのきクリニック 飯島医師・舘・星野登・小林

16日㈫ 20:30 予備点検［当会館］理事・監事・支部長

17日㈬ 20:00 理事会（支部長参加）
19日㈮ 20:00 とちのき校正会議 小森・小野塚・大関

23日㈫ 14:00 労災審査 ［当会館］

25日㈭ 10:00 国保審査会 ［国保連合会902号室］

26日㈮ 10:00 協会けんぽ審査会 ［とちぎ福祉プラザ］

28日㈰ 10:00 とちのきクリニック 須田医師・岡本・鈴木勝・大木

30日㈫ 20:30 IT委員会［当会館］小森・舘

年末・年始の緊急連絡先
石 井 総 務 部 長 ☎070－4392－0239
事 務 局（ 齋藤係長）☎0８0－9292－2551！
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柔道整復師賠償責任保険の緊急連絡先 損害保険ジャパン㈱本店専門保険金サービス部 専門賠償・保証保険金サービス課  TEL 03-5913-3858 FAX 03-3385-3704


